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本会質問での質問事項 

平成 15年 9 月定例会 

質問日；2003/10/02・質問分類；一般質問・会派名；平成 21 

質問事項；1  長寿社会の中での健康づくりについて 

 2  静岡市の政令指定都市移行へ向けた協議について 

 3  内政制度改革について 

  4  商業の活性化について 

 5  教育行政について 

 6  外国人児童生徒の教育について 

平成 16年 9 月定例会 

質問日；2004/10/01・質問分類；一般質問・会派名；平成 21 

質問事項；  1  地方分権と市町村合併進展後の県の役割について 

2  静岡市の政令市移行について 

3  浜岡原子力発電所の安全性について 

4  小型焼却炉対策について 

5  景観施策の推進について 

6  障害のある子供の教育について 

平成 17年 2 月定例会 

質問日；2005/03/18/・質問分類；討論・会派名；民主党・無所属クラブ 

質問事項；静岡空港の土地収用に関する事業費が含まれた予算に反対し、空港建 

設の是非を問う住民投票の実施を求める請願について採択すべしと 

して不採択に反対する討論 

平成 17年 12月定例会 

質問日；2005/12/08 ・質問分類；一般質問・会派名；民主党・無所属クラブ 

質問事項；  1  静岡県のもりづくりについて 

2  浜岡原発について 

3  新型インフルエンザについて 

4 耐震強度偽造問題について 

年度別質問事項
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平成 18年 12月定例会 

質問日；2006/12/08・質問分類；一般質問・会派名；民主党・無所属クラブ 

質問事項； 1  情報通信基盤整備について 

 2  森林認証制度について 

3  中山間地域への定住促進について 

4  いじめ問題と出席停止について 

 5  凶悪犯罪の検挙率向上方策について 

平成 20年 2 月定例会 

質問日；2008/02/29・質問分類；代表質問・会派名；民主党・無所属クラブ 

質問項目；１ 地方財政健全化法について 

２ 限界集落について 

３ 消防の広域化について 

４ 東海地震対策について  

５ 浜岡原発について 

(1) 安全性の確保

(2) プルサーマル計画の導入について

６ 富士山静岡空港について 

７ NPOと行政の協働について 

８ 食に関する諸問題について 

（１）食の安全

（２）地産地消の推進

（３）小規模農家への支援

９ 難病対策について 

10 新型インフルエンザ対策について 

（１）危機管理体制

（２）医療体制

11 地球温暖化対策について 

（１）エネルギーの地産地消

（２）環境ビジネスの振興

12 道路特定財源制度の改革について 

13 確かな学力の育成について 

14 サイバー犯罪について 
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平成 20年 11月定例会 

発言日；2008/11/06・分類；討論・民主党・無所属クラブ 

発言項目；第 141号議案「平成 20年度静岡県一般会計補正予算」に反対討論 

平成 21年 2 月定例会 

質問日；2009/02/19・質問分類；代表質問・会派名；民主党・無所属クラブ 

質問項目; 1  知事の政治姿勢について 

2  富士山静岡空港について  

3  浜岡原発について 

（1）1，2号機の廃炉

（2）3，4号機の耐震安全性

（3）6号機の新設

4  過疎地域の集落対策について 

5  環境行政の総点検と再構築について 

6  新型インフルエンザ対策について 

7  有機農業の推進について 

8  離職者に対する職業訓練について 

9  森の力再生事業について 

10 草薙総合運動場の再整備について 

11 学校の安全維持について 

12 警察行政について 

（１）体感治安の向上

（２）犯罪被害者支援

平成 21年 6 月定例会 

質問日；2009/07/27・質問分類；代表質問・会派名；民主党・無所属クラブ 

質問項目; １ 行政改革について 

（１）県の事業の見直し

（２）外郭団体への天下り禁止

２ 地域主権日本一を目指す取組みについて 

（１）市町への権限移譲

（２）建設事業等に対する市町負担金

３ 教育改革について 

４ 本県の農林水産業の振興について 

５ 「未来の暮らしを創ろう」について 

（１）乳幼児医療費助成制度の充実
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（２）本県の医師確保の取組みについて 

     ６ 観光地の最高に向けた取組みについて 

     ７ 地球温暖化対策について 

     ８ 景気・雇用対策について 

（１）経済対策 

（２）離職者訓練 

     ９ 富士山静岡空港について 

     10 富士山静岡空港に関する行政監査について 

     11 浜岡原発の安全確保について 

（１）公開シンポジウム 

（２）委員会設置 

（３）プルサーマル 

 

平成 22年 6 月定例会 

質問日；2010/07/14・質問分類；代表質問・会派名；民主党・無所属クラブ 

質問項目; 1  知事の政治姿勢について 

          2  危機管理における広報について 

     3 浜岡原子力発電所の安全性について 

（１）安全協定 

（２）地震に対する安全性 

     4 事業仕分けについて 

     5 指定管理者制度の導入効果と課題について 

     6 市町の消費生活相談体制の強化について 

     7 富士山静岡空港の需要予測と経済波及効果について 

     8 健康長寿日本一を目指した健康づくりについて 

     9 六次産業化の推進について 

     10 公共建築物等における県産材の利用促進について 

     11 水産業の発展を図るための取組みについて 

     12 県内港湾の一体的整備・運営について 

     13 臨時的任用講師や非常勤講師の配置状況について 

     14 県民に身近な犯罪について 

 

平成 23年 6 月定例会 

質問日；2011/06/30・質問分類；一般質問・会派名；民主党・ふじのくに県議団 

質問項目；１ 東海地震を踏まえた浜岡原子力発電所の安全性について 

      （1）東海地震による影響度 
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       (2) 5号機の安全性 

      （3）停止中における県の安全確認 

     ２ 学校の津波対策について 

     ３ 茶の放射能問題に関する茶農家等への支援について 

     ４ 東日本大震災を踏まえての静岡県の社会資本整備のあり方につ 

いて 

     ５ 森林法改正に対する県の取り組みについて 

     ６ 新しい林業への進化について 

 

平成 24年 9 月定例会 

質問日；2012/09/24・質問分類；代表質問・会派名；民主党・ふじのくに県議団 

質問項目；1 知事の政治姿勢について 

      （1）中部電力浜岡原子力発電所の再稼働の是非を問う県民投票条 

         例 

      （2）本県への影響が懸念されるオスプレイの配備 

     2 災害対策について 

（１）第四次地震被害想定の策定方針と総合防災訓練の検証 

（２）富士山火山防災対策 

（３）中小企業の BCP策定支援 

     3 浜岡原子力発電所の安全対策について 

     4 富士山をめぐる諸課題について 

（１）富士山世界文化遺産登録の推進 

（２）登山者の安全確保対策 

     5 内陸のフロンティアを拓く取組みの推進について 

（１）構想の早期実現 

（２）ふじのくに食の都大路の展開 

     ６ エネルギー政策について 

(1)  新エネルギー等の導入促進 

(2) 海洋エネルギーの導入 

     ７ 富士山静岡空港の利活用促進について 

     ８ 自殺対策について 

     ９ 障害者就労施設等からの物品調達の推進について 

     10  静岡茶の戦略について 

     11 いじめ対策について 

     12 県警における津波対策を踏まえた警察施設の移転、建てかえに 

ついて 
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平成 25年 12月定例会 

質問日；2013/12/09・質問分類；一般質問・会派名；民主党・ふじのくに県議団 

質問項目；１ 平成の大合併の成果と課題について 

２ リニア中央新幹線の環境面での懸念事項について

３ 認知症対策について 

４ 茶の振興対策について 

５ 公共建築物における県産材の利用拡大策について 

６ 浜岡原子力発電所の原子力災害発生時の避難計画について 

平成 26年 6 月定例会 

質問日；2014/06/25・質問分類；代表質問・会派名;ふじのくに県議団 

質問項目；１ 知事の政治姿勢について 

人口の社会現象の防止とふじのくにの将来像 

２ 大規模地震への万全の備えについて  

（１）地震・津波対策の現状認識と今後の取組み

（２）浜岡原発における避難計画の実効性

３ 内陸のフロンティアを拓く取り組みについて 

（１）新東名高速道路を生かした地域づくり

（２）中山間地域の振興

４ 富士山を生かした地域の魅力づくりについて 

（１）世界遺産委員会からの勧告及び要請への取組み

（２）魅力ある観光地づくりについて

５ 健康寿命日本一の延伸について 

（１）健康寿命のさらなる延伸

（２）認知症介護家族への支援

６ 新成長産業の育成と雇用創造について 

（１）雇用創造アクションプランの現状分析と今後の方向性

（２）今後の本県製造業の方向性

（３）本県産畜農林水産物や加工品の輸出

７ エネルギーの地産地消について

（１）再生可能エネルギーの導入推進

（２）再生可能エネルギーの研究開発支援

８ 多彩な人材を生む学びの場づくりについて 

９ リニア中央新幹線の環境影響評価について

10 コンプライアンスの取組みについて

11 女性の視点を反映した警察運営の推進について 
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平成 28年 2 月定例会 

質問日；2016/03/04・質問分類；一般質問・会派名；ふじのくに県民クラブ 

質問事項；１ 物流を生かした中山間地域の活性化への取組みについて 

２ 二ホンジカ捕獲対策の強化について 

３ 地域医療構想に基づく今後の地域医療の確保について 

４ ひきこもり対策について 

５ 認証森林の拡大と県産材の利用拡大について 

６ 農業利用が困難な耕作放棄地対策について 

７ 浜岡原発について 

平成 28年 12月定例会 

質問日；2016/012/12・質問分類；一般質問・会派名；ふじのくに県民クラブ 

質問事項；１ 浜岡原発について 

２ 中山間地域への移住者の受け入れ態勢の充実について 

３ 県民幸福度の最大化について 

４ ひきこもり対策について 

５ ビジネス林業について 

６ インフラの老朽化対策における新技術の活用について

平成 29年 6 月定例会 

質問日；2017/07/20・質問分類；代表質問・会派名；ふじのくに県民クラブ 

質問事項；１ 浜岡原発について 

（1）浜岡原発 1，2号機の廃止に伴う放射性廃棄物

（2）浜岡原発における最近のトラブルの発生

２ 清水天然ガス火力発電所建設計画について 

（１）環境への影響

（２）清水都心ウォーターフロント地区との関連

３ ワサビの世界農業遺産に向けての取組みについて

４ 林業の振興について 

５ 公契約条例について 

平成 30年 6 月定例会 

質問日；2018/06/27・質問分類；一般質問・会派名；ふじのくに県民クラブ 

質問事項；１ ワサビ栽培の振興について

２ 糸魚川―静岡構造線の活用について 
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３ 自動運転の実用化について 

（１）公共交通機関の自動運転

（２）EV化と関連産業の振興

 ４ 再生可能エネルギーの普及と環境への配慮について 

（１）再生可能エネルギーの導入拡大

（２）太陽光パネル廃棄物の増加への対応

５ リニア中央新幹線の工事に係る影響について

６ 放射性物質汚染対処特措法の本県への影響について 

令和 2年 2月定例会 

質問日；2020/03/03・質問分類；一般質問・会派名；ふじのくに県民クラブ 

質問事項；１ リニア中央新幹線整備について

（１）環境大臣意見に対する見解

（２）リニア中央新幹線工事と水循環基本法

２ 健全な水の循環の確保について 

３ 分譲マンションの適正な管理について 

４ 林業、木材産業の活性化について 

５ 花の都しずおかについて 

令和 2年 9月定例会 

質問日；2020/09/30・質問分類；一般質問・会派名；ふじのくに県民クラブ 

質問事項；１ 山の洲（くに）の連携に向けた取組みについて 

２ リニア中央新幹線整備について

３ 職員の適切な人員配置について 

４ 地籍調査の促進について 

５ 非住宅分野における県産材製品の需要拡大について 

令和 3年 12 月定例会 

質問日；2021/12/10・質問分類；一般質問・会派名；ふじのくに県民クラブ 

質問事項；１ 県内港湾におけるカーボンニュートラルポートの形成に向けた 

取組みについて 

２ リニア中央新幹線に係る今後の対応について

３ 県産材の需要拡大につながる新工法の普及について 

４ ひきこもり対策の強化について 

５ マンションの適正な管理の推進について
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令和 4 年 9 月定例会 

質問日；2022/10/5・質問分類；一般質問・会派名；ふじのくに県民クラブ 
 

質問事項；１ 未来世代の利益を見据えた政策形成の在り方について 
     ２ 浜岡原子力発電所の再稼働について 
     ３ リニア中央新幹線と南アルプスの自然環境の保全について 

     ４ 田代ダムの水利権更 
     ５ カーボンニュートラルの実現に向けた主伐、再造林の促進に 

         ついて 

     ６ 有機農業をはじめとする農業分野での環境負荷低減の推進に 

         ついて 
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令和４年９月静岡県議会定例会 質問 

  

質問者： 

 

小長井 由雄 議員 

  

質問分類 

 

一般質問 

  

質問日： 

 

2022/10/03 

  

会派名： 

 

ふじのくに県民クラブ 

  

質疑・質問事項： 

 

１ 未来世代の利益を見据えた政策形成の在り方について 

２ 浜岡原子力発電所の再稼働について 

３ リニア中央新幹線と南アルプスの自然環境の保全について 

４ 田代ダムの水利権更新について 

５ カーボンニュートラルの実現に向けた主伐、再造林の促進につい

て 

６ 有機農業をはじめとする農業分野での環境負荷低減の推進につ

いて 

 

○議長（藪田宏行君） 再開に先立ち御報告いたします。 

 説明者として難波静岡県理事が出席しておりますので御承知おき願

います。 

 

○議長（藪田宏行君） ただいまから会議を再開します。 

 質疑及び一般質問を続けます。 

 通告により、六十五番 小長井由雄君。 

       （六十五番 小長井由雄君登壇 拍手） 
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○六十五番（小長井由雄君） 私は、県政の諸課題について通告に従

い知事、副知事並びに関係部局長に一括質問方式にて質問します。

初めに、未来世代の利益を見据えた政策形成の在り方について伺い

ます。

県は、平成二十一年度から、現在行っている事業の必要性やその事

業を本当に県が実施すべきかどうかについて外部の専門家や県民が議

論し事業の見直しをしていく事業仕分けを国に先駆けて実施しまし

た。その成果として多額の財源の捻出につながったことはもちろん、

県の事業に対し県民の多くが関心を持ち理解を深める契機にもなった

と評価しています。

この事業仕分けはその後幾度かの進化を経て、現在は静岡県の新ビ

ジョンの着実な推進を図るため無作為抽出により選ばれた県民が中心

となって議論を行い施策改善の提案を頂くふじのくに士民協働施策レ

ビューとして続いているものと認識しています。

現在、静岡県は富国有徳のふじのくにづくりを掲げ計画が進みつつ

ある事業もあります。しかしながら、これらの事業を実施する意思決

定に当たっては現役世代の利益を重視するあまり未来世代の利益や将

来発生するかもしれない不利益については十分に顧みられてこなかっ
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たのではないかと感じています。財政面から見ても本県の県債残高は

総額で二兆八千億円まで膨らんでおり、現役世代の利便性にとらわれ

未来世代にこれらの負担を背負わせてしまうことになっていることを

危惧します。人口減少社会がこのまま継続すれば未来世代の負担はよ

り大きくなり、将来彼らの自由な意思決定を阻害する要因にもなりか

ねません。

財政面だけでなく、迅速に対応しなければ手後れになると危惧され

る気候変動問題は現役世代が未来世代への負の遺産を考慮することな

く利便性を享受し続けたものであり、その結果未来世代への負担は非

常に大きなものとなりました。現在県においても国の取組に呼応しな

がら様々な分野での脱炭素、カーボンニュートラルを推し進める事業

が提示されていますが、事業を実施し成果を出していくには意識の転

換や財政措置の転換など大きな努力が必要だと思います。

持続可能な社会をつくっていくためには経済社会、環境、文化など

様々な面において未来世代に不利益を残さないという視点を重視する

ことが重要だと考えます。

英国のウェールズが二〇一五年に制定した未来世代法は、政府や自

治体などの公的機関が意思決定する際未来世代の利益が十分考慮され
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ているかを検討するよう義務づけています。市民、若者が参加する第

三者機関が未来世代に悪影響を及ぼすと判断すれば公的機関の決定を

変えさせることも可能となっています。実際ウェールズでは未来世代

法によって新たな高速道路の建設が中止になった例もあるということ

です。

この未来世代法をそのまま取り入れることは難しいかもしれません

が、県においても施策の計画や大規模プロジェクトを実施するに当た

って現役世代の得られる利益と将来負担を十分に考慮し、現役世代の

ニーズだけでなく未来世代にも十分配慮した意思決定を行っていくこ

とが重要と考えます。

例えば、一定の事業費を超えるプロジェクト等については実施に先

立ち県民が参加する未来世代委員会というような第三者機関を設置し

その適否を諮問することとするなど、未来世代の利益という観点から

事業の妥当性をチェックするシステムの構築を検討すべきと考えます

が、御所見を伺います。

次に、浜岡原子力発電所の再稼働について伺います。

東日本大震災により東京電力福島第一原発の一、二、三号機の核燃

料がメルトダウンし建屋が爆発して大量の放射性物質が外部に放出さ
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れた原発事故から十一年が経過しました。放射能に汚染された地域の

自宅に戻れない避難者は二〇二一年三月時点で二万二千人にも及んで

います。安全神話に陥って悲惨な事態を防ぐことのできなかったこと

への反省は決して忘れてはなりません。

本年八月二十四日、政府は東京電力福島第一原発事故の教訓を踏ま

えてつくった原子力政策の方針を転換し原発の新増設や運転期間の延

長の検討、さらに新たな再稼働を打ち出しました。これは昨年十月に

改定したばかりのエネルギー基本計画で原発への依存度は可能な限り

低減し原発に頼らない社会を目指すとした流れを覆すものです。

政府は脱炭素や電力の安定供給のために原発の運転が必要だとして

いますが、東電の株主訴訟判決で述べられているように原発で大量の

放射性物質を拡散させる過酷事故が発生すると我が国そのものの崩壊

にもつながりかねないという重大な危機を秘めています。

南海トラフ巨大地震の震源域に当たる浜岡原発は二〇一一年五月に

全面停止しました。その後中部電力は津波対策として総延長一・六キ

ロ、海抜二十二メートルの防潮堤を建設し、津波が防潮堤を乗り越え

た場合でも原子炉建屋の外壁に重さ四十トンの強化扉を取り付けるな

どの対策を進めてきました。



6 

一方、今年五月札幌地方裁判所において北海道電力泊原発に対し津

波に対する安全性の基準を満たしていないことを理由として運転差し

止め命令の判決が出されました。この判決について川勝知事は、原発

の安全性や運転の可否は発電所ごとに判断すべきもの、国に対して厳

正な審査を求めるとともに中部電力に対して安全確保の徹底を求めて

いくとコメントしています。

知事は、これまで一貫して使用済み核燃料の処理方法が確立されて

いないなどとして浜岡原発は再稼働できる状態ではないと答弁されて

きました。浜岡原発の再稼働に向けた課題は津波対策や使用済み燃料

の処理方法だけではありません。大地震と原発事故が複合的に発生し

た場合の避難計画の実効性や巨大地震の震源域にあることで直下型地

震による直接の被害の危険も考えられます。放射性物質の拡散が予測

できない中で地元をどこまでの範囲として同意を得ていくのかも問題

です。

また、ロシアのウクライナ侵攻で現実味を帯びているテロや武力攻

撃による原子炉の破壊やシステムへのサイバー攻撃など様々な課題が

あります。

いずれの課題に対しても納得できる状態でなければ再稼働すべきで
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はないと考えますが、浜岡原発の再稼働についてどのように考えるの

か伺います。

次に、リニア中央新幹線と南アルプスの自然環境の保全について伺

います。

リニア中央新幹線は、工事による水がれ被害の発生と貴重な動植物

などの生態系への悪影響と工事により大量に発生する残土の処分によ

る自然環境への影響や災害の発生など多岐にわたり懸念されていま

す。このリニア中央新幹線については国土交通省交通政策審議会陸上

交通分科会中央新幹線小委員会で審議されました。二十回開催された

委員会のうち環境調査については第九回中央新幹線小委員会において

南アルプスルート、伊那谷ルートの自然環境への配慮という視点から

僅かな時間でしたが審議されたものと理解しています。

小委員会の委員で今回国交省の環境保全有識者会議の座長になった

中村氏は、このときの委員会へ提出された資料について粗すぎる、戦

略アセスというレベルでもないとして自然環境的に見てどちらがいい

といったような議論は少々無理だと指摘しています。しかしそれにも

かかわらず家田委員長は、環境という面から見てどっちが決定的に駄

目だとかそういうことにはならないとすり替えています。
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また、他の委員は発言の冒頭全然よく分かっていないんですけどと

断った上で、縦断的に考えたら消えてしまう話も随分あると発言して

います。つまり地中にあるトンネルが地上の自然環境に影響するよう

な内容を議論することは少ないという意味の発言だと思います。

しかし、大規模工事により真上に広がる国内最大級の貴重な生態系

が残されている南アルプス国立公園やユネスコエコパークにも登録さ

れている地域への影響は避けられないと考えます。さらに、国交省の

技術開発室長がこのエリアの自然環境への影響は極力トンネルで通過

することにより極小化できるという報告になっているとＪＲ東海の報

告を一方的に受け入れる発言をしていることも問題です。

この小委員会の構成メンバーには、自然環境の専門家は現在国の有

識者会議で座長を務めている中村委員一人しかいないということで

す。事業の重要さから考えれば、勉強不足で恐縮とか全然よく分かっ

ていないというように発言する委員によって審議されたことはあまり

にも無謀ではないでしょうか。

中央新幹線小委員会においてルートについての見解を出す審議がこ

のような形で行われたことが、路線決定過程における巨摩山地を回避

し南アルプスを回避しない不透明さになっていると感じます。そして
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その後のＪＲ東海による環境影響評価における調査不足や県専門部会

の意見等に対する六十四項目の回答ができなかったものや内容が不十

分なものになっているのではないかと思います。

本年六月から開始された国交省の環境保全に関する有識者会議は、

気候変動対策として生物の多様性の保全や脱炭素の取組が世界各国に

求められている中で、また南アルプスユネスコエコパークの登録更新

時期を迎える中で極めて重要な会議となります。

生態系など環境保全に関する我が国の環境行政を牽引する環境省

は、国立公園特別地域も広がる南アルプスなどの環境を守っていくの

が使命であります。しかも環境影響評価書で厳しい大臣意見を述べて

いることからもリニア問題への積極的な関与は避けられないはずで

す。

県として環境省の積極的な関与を求めていくべきではないかと考え

ますが、見解を伺います。

次に、田代ダムの水利権更新について伺います。

南アルプス間ノ岳を起点とする全長百六十八キロの大井川には高低

差を利用した流域十四か所のダムと十六か所の水力発電所が設置され

ています。このため発電用の大量取水による河川流量の減少が発生
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し、これまで地域住民による水返せ運動など流況改善に関する熱い取

組が行われてきました。東京電力の田代川第二発電所の水利使用、い

わゆる田代ダムの水利権については平成十七年の更新に合わせ流域市

町から大井川に流水を取り戻そうとする強い声が上がり流域市町、

国、県、発電事業者による議論が重ねられるなど地域一体となった運

動が展開された経緯があります。

本年三月には、県民生活の安定向上及び本県の経済社会の発展への

寄与を目的として静岡県水循環保全条例が公布され七月に施行されま

した。今後大井川をはじめとする流域の健全な水循環を図るために流

域水循環計画が策定されることから、豊かな水資源の恩恵を大切にし

ていこうとする本県の取組に期待しているところであります。

一方、本年四月にリニア中央新幹線のトンネル工事に伴う湧水の県

外流出対策としてＪＲ東海から田代ダム取水抑制案が提案されまし

た。この案の実現可能性についてはいまだ結論が出ていないものの、

この提案をめぐり知事が水が戻ってくれればありがたいと述べたこと

はまさに大井川流域に暮らす住民の思いを代弁したものと言えます。

このような状況下で田代ダムの水利権が令和七年十二月に更新時期

を迎えると承知しています。
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そこで、三年後の水利権の更新に向けて県はどのように対応してい

くのか伺います。

次に、カーボンニュートラルの実現に向けた主伐、再造林の促進に

ついて伺います。

木材は森林が呼吸した炭素を貯蔵し、住宅資材などとして利用され

る間も貯蔵、固定されることから都市における第二の森づくりとして

脱炭素への貢献が期待されます。

この十年を振り返ると公共建築物木材利用促進法の改正、ＳＤＧｓ

やパリ協定の採択、二〇五〇年カーボンニュートラルの宣言など木造

建築には追い風が吹いたと言えます。

二〇五〇年カーボンニュートラルの実現に向けては、様々な分野で

の二酸化炭素の排出削減や再生可能エネルギーの導入と併せ二酸化炭

素を吸収、固定する森林吸収源対策が重要となります。

県は、森林吸収源対策として間伐を促進していますが既に人工林の

約九割が四十一年生を超えています。高齢級ほど樹木の成長が衰えて

いくことからこのままでは二酸化炭素の吸収量が減少していきます。

森林の二酸化炭素の吸収量を高めるためには主伐、再造林を促進して

高齢級に偏った森林の若返りを図るとともに利用適期に達している木




